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研究成果の概要（和文）：本研究では、正倉院文書の分析に要する基礎的作業を効率化するとともに、文化資源として
極めて高い価値を有する正倉院文書のより広領域な学術分野における研究利用を促進するため、正倉院文書マルチ支援
（多元的解析支援）データベースＳＨＯＭＵＳを開発した。その結果、2015年7月にＳＨＯＭＵＳの一般公開を開始し
、研究期間終了時点の登録データ数は53,500件に達した。正倉院文書の学術利用のための環境は本研究によって飛躍的
に改善された。

研究成果の概要（英文）：In this research we developed "Shosoin Documents Multi-dimensional Analysis 
Support Database (SHOMUS)" in order to improve the efficiency of basic work needed to analysis of Shosoin 
Documents and also to promote the research use of Shosoin Documents that has extremely high value as 
cultural resources in more widespread academic fields. As a result, we started the general release of 
SHOMUS in July 2015, and the number of registered data amounted to 53500 at the end of the research 
duration. The environment for the academic use of Shosoin Documents was improved drastically by this 
research.

研究分野： 日本古代史

キーワード： 正倉院文書　SHOMUS　東大寺写経所　史料学　古文書学　書類学　日本古代史　歴史情報論

  ２版



１．研究開始当初の背景 
正倉院文書は、奈良時代の官司において現

実に使用された文書・帳簿等 1 万点以上から
なる大規模な一次史料群で、日本古代の政
治・経済・社会・生活・思想・仏教・官司・
教育・文学・書道・美術・都市・建築・服飾・
食物・医療等、多くの分野に生の知見を豊富
に提供する学術資源である。 
正倉院文書研究は、1980 年代以降、写経

所文書としての検討が進展したことで新た
な活性化の局面を迎えた。日本古代史・奈良
時代史に多くの新たな知見がもたらされ、正
倉院文書が未抽出な歴史情報の宝庫である
ことがあらためて認識された。その一方で、
正倉院文書の基礎的解析に要する多元的作
業の複雑さ・膨大さ、一挙に高度化・精緻化
した研究レベルをフォローすることの困難
さが浮き彫りとなり、プロパーでない研究者
にとっての近寄りにくさも生じてきた。いわ
ば研究展開の「踊り場」に差し掛かった状況
にあった。 

 
２．研究の目的 
こうした「踊り場」状況を打破し、新たな

研究展開のための推進力を提供することが、
本研究の目的であった。そのため、2 つの方
向から研究環境の改善を図ることを計画し
た。 
第 1 は、多元的解析支援システムを構築す

ることによって、正倉院文書研究の基盤とな
る断簡解析の推進と、その効率化を実現する
ことである。表裏に文字があり、多数の断簡
に分かれるという特性から、正倉院文書研究
の基礎は断簡解析（関連のある断簡を拾い出
し、相互に参照して断簡の配列を検討し、文
書の内容・年代・機能等を解析判定する）に
ある。1980 年代以降の研究の活性化は断簡
解析の手法の確立・高度化をもたらしたが、
一方で多元的解析作業の複雑さ・膨大さをも
浮き彫りとした。研究者個々のレベルでの尽
力は限界を迎えており、この問題を解消させ
ることで、今後の研究を活性化させる効果が
期待できる。 
第 2 は、正倉院文書の広領域研究資源化で

ある。これまでに蓄積された研究内容へのア
プローチを容易化し、文化資源として優れた
価値を有する正倉院文書のより広領域な学
術利用を促進する方向である。 
 
３．研究の方法 
この目的を達成するため、次の内容で研究

を進めた。 
(1)データベースの構築 
史料編纂所歴史情報処理システム SHIPS

上に正倉院文書マルチ支援(多元的解析支援）
データベース SHOMUS を構築した。同デー
タベースは、多元的情報を断簡ごとに繋留す
るための「断簡情報基盤データベース（基盤
DB）」を核に、各種の個別情報 DB（画像・
テキスト・接続・調査所見・研究内容等）と、

解析支援・広領域資源化のためのサブシステ
ム群（相互リンク・多元情報表示・研究文献
検索等）で構成した。中でも、研究文献検索
サブシステムは、正倉院文書の一点一点につ
いて、それに言及のある研究文献の検索を可
能とするものであり、広領域研究資源化の核
となる機能である。 

 
(2)データ生成 

SHOMUS の基幹となる基盤 DB のデータ
入力・整理・登録を行った。正倉院文書のう
ち正集・続修・続修後集・続修別集・塵芥・
続々修（第 1～7 帙）の約 3,700 断簡につい
てデータ生成を終了し、残る続々修（第 8～
47 帙)については暫定データの形で整備を終
えた（約 5,000 断簡)。また、個別情報 DB の
断簡釈文・画像情報・研究文献索引のデータ
を生成・蓄積した（順に約 4,600 件、14,500
件、30,700 件）。 
 
(3)断簡解析 
正倉院文書の断簡解析作業を推進し、正集

から続々修第 13 帙までの断簡解析を完了し
た。あわせて、続々修第 14 帙以降について
も暫定的な断簡解析を実施した。 
 
(4)研究連携 

SHIPS 電子くずし字字典ＤＢ及び奈良文
化財研究所・木簡字典ＤＢと連携して、正倉
院文書の字形・字体データ約 12,500 件を生
成した。また、関係の研究機関との間で正倉
院文書に関わるデータ連携のための ID コー
ド共用化等について検討を進めた。 
 
４．研究成果 
(1)データベースの公開 

SHOMUS 正倉院文書マルチ支援 DB につ
いて、試験公開（2014 年 3 月、部内限定）
を経て、2015 年 7 月より一般公開を開始し
た。これにより、正倉院文書の断簡ごとの原
本情報・調査情報・テキスト情報・断簡接続
情報・研究情報や人名・地名情報等を一々探
索・参照する基礎的解析作業の手間と時間を
飛躍的に低減することを可能とした。また、
同年 8 月に、研究文献検索サブシステムを付
加・公開し、広領域学術利用を促進するため
の研究アプローチの改善を実現した。 
この結果、SHOMUS への国内外からのア

クセスは月平均約 9,000 件に達した。また、
米国ヴァンダービルト大学ホームページ
（ https://my.vanderbilt.edu/shosoin/2015/0
8/new-online-shosoin-resource-via-tokyo-hi
storiographical-institute/）でいち早く詳細
に紹介されるなど、国際的にも注目された。 
 
(2)断簡解析成果の公開 
続々修第 5～7 帙（35 巻・約 170 断簡）の

断簡解析の成果を、東京大学史料編纂所編
『正倉院文書目録』７（続々修２）として刊
行した（東京大学出版会、2015）。 
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(3)成果の発信・普及 
研究成果の発信については、下記に示した

が、その中で論文「正倉院文書と古代史料学」
（2016）は、正倉院文書の時期区分を行うと
いう方法で、鳥瞰的な研究アプローチを容易
化する試みであり、広領域研究資源化促進の
効果を狙ったものである。 
また下記のほかに、大手新聞社・カルチャ

ーセンター・市民団体・民間団体等の主催に
よる多数の講演・講座を担当し、市民向け・
社会向けの情報発信を行った。 
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